
（１）主催者挨拶（学研推進機構 河合常務）14:00

（２）事務局進行説明（ 〃 小田特命参与）
（３）セミナー（岡本部長、増村副学長）14:10～15:10

（４）参加者紹介＆報告事項 15:10～15:40
※発酵グループ長の高木奈良先端大特任教授がモデレーター
・京都府（加茂課長） ・機構（河合常務）
・会場から（摂南大学 沼本特任助教）

（５）情報・意見交換 15:50～16:50（参加者全員で集合写真撮影）
（６）全体まとめ（別紙のとおり）

●高木グループ長、岡本ミツカン部長、増村府大副学長、岡本イン
ジェンタ㈱マネージャーが核となった小グループ形成の提案がさ
れ、取組や情報交換の継続を確認

●参加者から積極的な質疑・意見交換がなされ、アンケートへ反映、
ＰＦ事務局へ声を届けることとなった。

学研フードテック共創プラットフォーム

第２回発酵情報交換会の開催概要
「学研フードテック共創プラットフォーム」は昨年１０月に設立され、食に係る諸課題の解決に向け、国内外における産学官連携の

取組を推進しており、令和６年7月時点で１３５名（６５組織）の参加状況です。今年3月開催の「第1回発酵情報交換会」で、プラッ
トフォーム内に発酵グループが形成され、発酵に係る情報交換や共同の取組を行うこととなりました。

この度「第２回発酵情報交換会」を開催し、企業と大学の専門家による発酵に係る「原点技術」や「産学官連携の取組」に係る講演
の後、情報交換や交流会を行い、参加者間で小グループを形成し共同の取組を育むことになりましたので、概要を報告します。

令和６年７月１２日(金) １４：００～１８：３０日 時

会 場

参加者

けいはんなプラザ・交流棟５Ｆ「黄河」

合計75名（会場参加56名、オンライン参加19名、交流会48名）
※学研フードテック共創プラットフォーム会員、未登録の方は今回を契機に登録

プログラム

セミナー ■自然の力と素材を活用したイノベーション

㈱Mizkan Holdings 経営企画本部 戦略企画部部長 岡本 洋忠 氏

■発酵食品を核にした産学公連携の取組 ～連携の取組には何が必要か？～

京都府立大学副学長 精華キャンパス長 増村 威宏 氏



自然の力と素材を活用したイノベーション
㈱Mizkan Holdings 経営企画本部 戦略企画部 部長 岡本洋忠氏
サポート 中央研究所 チームリーダー 石井 翔氏
〃 マーケティング本部 開発技術２部 部長 山本信也氏

ミツカンは、今から220年前、酒造りでできた酒粕から粕酢を誕生させ
ることからスタートしました。
当時、江戸で流行り始めていた握りずしに欠かせないものとして評価
いただき、以来、すしの発展とともに今日のミツカンがあります。
祖業である粕酢の、酒粕を “抽出” “発酵” する技術は、私たちの原
点技術です。これからも、活かしきれていない素材や菌の機能を引き出
すことが出来る、原点技術“未開の機能を引き出す技術”で、風味や物
性、健康価値を引き出し・高め、おいしさ、健康の実現を通じて、日本の
豊かな食を守り、さらに魅力的なものにしていきたいと考えています。
私たちだけではできることは限られるので、産学官、それぞれの得意
なことを持ち寄り、次世代につなげる新たな価値創出を模索していけれ
ばと思います。
当日は、弊社の取組を紹介し、皆様との取組を進めるヒントになればと
考えております。

【強調されたこと】
○動画で会社や製品を紹介。ミツカン酢を参加者へサンプル提供。
○食や食材は地域ごとに多様性があり、こだわりや感動を伝える取組を
深めたい。そのため、食の道案内人としてテクスチャー、風味、味わい
などを可視化することを探求したい。味覚センサー活用もその一つ。
○進め方のアイデアを例示しており、ディスカッションの参考にされたい。

発酵食品を核にした産学公連携の取組
～連携の取組には何が必要か？～

京都府立大学 副学長 精華キャンパス長 増村威宏氏

京都府立大学ではこれまでに、公設試験場、企業、関係団体などと連
携し、大学オリジナル酒の開発や酒造副産物の利活用に関する様々な
取組を行ってきました。
講演では、その中から商品化され現在も販売されている事例や継続し
なかった事例などを紹介します。
産学公連携による新商品開発を進めるためには何が必要だったのか
を示し、その情報を基にして学研フードテック共創PF・発酵情報交換会
が取組を進める際のヒントを提供し、連携に向けた取組に関して皆さん
と議論したいと考えています。
【強調されたこと】
○産学官連携での３つの取組（①京の輝き・酒プロジェクト、②地域イノ
ベーション創出研究開発事業で「白い銀明水」開発。③学長・副学長
ジョイントプロジェクトで「たたかうあまざけ」開発）を事例紹介。
○その内、「白い銀明水」を参加者へ提供し試飲。「なからぎ」等は交流
会で紹介。

酒造会社、大学、行政、試験研究機関等と連携して府立大
学オリジナルの清酒「なからぎ」や国の資金活用の「白い
銀明水」を開発

原点技術とは“未開の機能を引き出す技術”

セミナー概要 （講演概要＋強調されたこと） ※セミナーや意見交換の記述は事務局が行ったものですが、
発言の真意と異なっている場合があることをご容赦下さい。
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プラットフォーム内の「小グループ活動」募集

「けいはんな万博2025」「京都フードテックエキスポ2024」
●けいはんな学研都市エリアで開催される2024年と2025年開催の二つのイベントに係る準備状況や出展に係る情報を関係機関からお知らせ。
●京田辺市で古品種大麦のクラフトビールづくりを大学や生産者で取組む。READYFORでクラウドファンディング募集。7/27(土)にビール祭り。

【趣旨説明】

発酵情報交換会を契機に国・自治体等の資金を活用して
共同の取組を行おうとする小グループや、けいはんな万
博、フードテックエキスポに出展を検討する小グループを
募集。申込や問い合わせは、プラットフォーム事務局へ。

【事務局の役割】
①随伴・相談対応 ②共同の取組を行う活動経費支援 ③共同の取組の

情報発信
【事務局への問い合わせや手続き】
希望者（代表者）は次の内容（様式任意）をプラットフォーム事務局へメール。
①希望者（代表者）氏名、住所、TEL、メルアド
②共同の取組の構成メンバー
③取組の概要 ④その他（特記事項）

報告事項・お知らせ（京都府・加茂課長、推進機構・河合常務、摂南大学・沼本特任助教）

情報・意見交換概要（モデレーター：高木発酵グループ長・奈良先端大特任教授）

【小グループ活動へのコメント】４つの小グループ形成の意思表示！
●高木グループ長
○先端大とテンフィールズファクトリー㈱がコラボして、取組中のGABA
が含まれる健康系ビールの開発をさらに進化させる小グループを形成
したい。

●岡本ミツカン部長
〇セミナーで強調したように、感動体験を伝える先端技術にアプローチ
したく、生産者や料理人等と交流を進めるとともに異業種の方と情報
交換する小グループが形成できたらと考える。

●増村副学長
○セミナーで３つの事例を紹介したが、この延長でけいはんな万博に出
せるような取組ができたらと考え、小グループを形成しディスカッ
ションしたい。

●岡本インジェンタ㈱マネージャー
○当社は、ＡＩを使ってＤＸを推進、ビッグデータを扱っている。
○美味しさを解析したり、ＳＮＳ上で発信可能で、小グループを形成し
一緒に取組みたいので是非声掛けを！
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【意見交換概要】
●蘆田京都府農林水産技術センター長
○センターは一次産業を試験研究の立場からサポートしているが、今後は、ス
マート農業や京都ブランドの向上につながる加工品や流通部門での付加価値
向上に取組みたい。そのため、共同パートナーからのアドバイスを受けたい。

○フードロスや未利用資源の活用も大切で、出汁やクラフトビールの搾りかす
等の有効活用等も注目しており、今後さらに幅を広げたい。

●石井㈱ミツカンチームリーダー
○美味しさを最大化し感動を与えるための情報系や通信系に関心がある。その
意味で、島津製作所やＡＴＲの取組に興味を持ちコラボや施設見学をしたい。

●松本㈱島津製作所マネージャー
○食品メーカーの官能試験の相談はあり、液体クロマトグラフィーも使用して
おり、施設見学はＯＫ。島津もオリジナルのお酒やビールを開発している。

●山本㈱ミツカン部長
○コラボして京都らしさを追求しながら世の中に役立ちたい。日本酒の逆襲と
してノンアルコール日本酒を追及したり、未利用資源の活用も大切。
その意味で、京都府の農林水産技術センターの取組について関心がある。

●藤原黄桜㈱課長
○お酒については、若い人が関心を持つ適量のお酒の体験の場が必要。

●伊藤宝酒造㈱課長
〇日本酒や調味料（味醂等）の製造過程で発生する副産物の有効利用が大切。
飼料化の道はあるが、アップサイクルしたい。
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●沢山の方から発酵食品の差入れ
●乾杯前に差入れ者が品物を紹介
（差入れ、大変ありがとうございました！）

交流会・名刺交換会（17:00～18:30 於交流棟１Ｆ ベンジャミンカフェ）

～㈱けいはんな荒木社長の発声で乾杯、締めは高木グループ長～

●情報交換会で出
された様々な提案
や意見を具体化す
るため、名刺交換
が行われ、様々な
交流が行われた！

●９０分間はあっ
という間に過ぎお
開きとなったが、
是非交流した内容
がアンケートに反
映され、今後の取
組に活かされるこ
とが期待される。
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